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高
齢
者
世
帯
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
独
自
事
業
と
し
て
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
の
訪

問
や
、
電
話
に
よ
る
見
守
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

介
護
の
こ
と
や
、
生
活
上
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
な
ど
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

▼
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

か
た

▼
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
か
た

▼
70
歳
以
上
の
日
中
独
居
の
か
た

必
要
に
応
じ
関
係
機
関
と
連
携

　

訪
問
調
査
員
２
人
が
訪
問
ま
た

は
電
話
で
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
は
、
２
〜
３
か
月
に
１

回
程
度
で
す
が
、
心
身
の
状
態
や

生
活
環
境
に
応
じ
て
適
宜
訪
問
回

数
を
調
整
し
な
が
ら
見
守
り
を
行

い
ま
す
。

　

万
が
一
、
対
象
者
に
体
調
の
異

変
な
ど
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、

医
療
、
福
祉
、
介
護
と
い
っ
た
必

要
な
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
ま
す
。

「
会
話
」
が
大
切
で
す

　

本
事
業
で
は
、
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
だ
け
で
な
く
、
何
気
な
い

会
話
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
会

話
は
、
健
康
や
介
護
予
防
に
つ
な

が
る
大
切
な
要
素
の
一
つ
で
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

私たちが訪問します　役場と皆さんをつなぐ「架け橋」
になれるよう励んでいます。人生の
先輩である皆さんとのお話は、とて
も勉強になります。また、皆さんの
表情が生き生きとしてくるのが何よ
りうれしいです。「楽しい毎日を過
ごしていただく」をモットーに、高
齢者の暮らしを応援しています。 訪問調査員の髙村さん（左）と田村さん（右）

町
で
行
っ
て
る
見
守
り
事
業

　館林信用金庫板倉支店に勤める武井さんは、９月４日㈪に町内の８０歳代男性のお宅に訪問する約束をし
ていましたが、約束の時間を含め３回訪問したものの、その日は会うことができませんでした。翌日も訪問し、
やはり不在のように思われましたが、庭に回ったところ、転倒して動けなくなり助けを求めている男性を発
見しました。
　武井さんは、共通の知人である小島さんに電話連絡を取り、また小島さんの指示により男性の息子さんに
も連絡をし、まもなく駆けつけた２人とともに介抱するなか、息子さんが救急車の出動を要請し、公立館林
厚生病院に搬送されました。当日は猛暑日で、万が一発見が遅れていれば命に関わる事態になっていた可能
性もありました。武井さん、小島さんの人命救助に寄与した功労を称え、町から感謝状が贈呈されました。

武
たけ

井
い

祐
ゆう

樹
き

さん、小
こ

島
じま

良
よし

雄
お

さんに感謝状が贈呈されました

増える高齢者世帯

ご近所のコご近所のコミュニケーションがミュニケーションが

もしもを防ぐもしもを防ぐ
　板倉町の総人口に占める６５歳以上のかたの割合は、３５．８％となっており、３人
に１人以上が高齢者となっています。国、県、邑楽館林地区と比べて高い割合となって
います。また、高齢者人口の増加に伴ってひとり暮らし世帯も増えており、その割合は
全世帯の約７％となっています。これらの割合は今後も増加していくことが見込まれて
います。

武井祐樹さん ( 中央 )　小島良雄さん ( 右 )

最近ご近所でこんなことはありませんか

郵便物などがたまっているシャッターが閉まったままいつも会う人に出会わない

もしご近所でいつもと違うなと思うようなことがあれば、声かけをしたり、警察や役場な
どに連絡をしてください。ご近所付き合いが”もしも”を防ぐかもしれません。

　

高
齢
に
な
る
と
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
脳
や
身
体
の
機
能
が
徐
々
に

低
下
し
て
い
き
、
自
分
で
で
き
て
い

た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
家
族
が
い
れ
ば
補
う
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
同
居
家
族
が
お
ら
ず
、

家
族
や
友
人
、
地
域
と
の
関
わ
り
が

疎
遠
に
な
る
と
、
住
み
慣
れ
た
場
所

で
の
生
活
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。残
念
な
が
ら
孤
独
死
に
至
っ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

体
の
機
能
が
衰
え
て
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
す
る

に
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
変
重

要
で
す
。
趣
味
の
活
動
や
地
域
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、
離

れ
た
家
族
や
友
人
と
こ
ま
め
に
連
絡

を
取
っ
た
り
し
て
会
話
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

　

地
域
の
か
た
は
、
さ
り
げ
な
い
見

守
り
や
声
か
け
で
ご
近
所
の
高
齢
者

を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
朝
晩
の

あ
い
さ
つ
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
で
高
齢
者
の
孤
独
や
孤
立

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
時
に
は
命
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で

つ
な
が
っ
て
、
み
ん
な
で
笑
っ
て
す

ご
せ
る
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
板

倉
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

民生委員児童委員協議会

小
こ

谷
や

野
の

泰
やす

一
いち

会長

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

　民生委員は、地域の見守り役と
して活動して、家庭訪問は主な役
目です。ひとり暮らし高齢者や子
育てに悩むかた、認知症や引きこ
もりなどさまざまな生活のしづら
さを抱えているかたの家庭の見守
りを行っています。
　生活上のあらゆる相談に応じ、
支援が必要な場合は専門機関に支
援を求めるなど、地域と行政との
つなぎ役です。地域の見守りには、
皆さまや行政業務で家庭訪問をす
るかたの協力が必要不可欠ですの
で、よろしくお願いします。

気軽にご相談ください 　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
行
政
と
の
調
整
や
適
切

な
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
担
っ
て
お
り
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
活
上
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご

と
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
す
る
主
任
児
童
委
員
も
２
人

い
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
を
抱
え

こ
ま
ず
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。                       

　

担
当
の
民
生
委
員
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
福
祉
課

社
会
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

支
え
合
い
の
ま
ち
に
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板倉町のごみの現状

（タマネギ３個で約６００ｇ）

一人が毎日１００ｇのごみを減らすことで、
町全体のごみを年間約５００ｔ減らすことができます。

小ぶりの卵、２個分が

約１００ｇです

５００ｔは、

２５ｍプール約５．５杯分です

一人当たり１年間で約２３０㎏

板倉町では、一人当たり、毎日約６３０ｇのごみが出されています。これはおよそタマネギ３
個分の重さに相当します。これが年間では約２３０㎏。板倉町全体では、１年間で３，２０４ｔ、
２５ｍプール３６杯分ものごみの量となります。

一人当たり毎日６３０ｇ

ごみの減量化ごみの減量化
町民全員で取り組む町民全員で取り組む

＜イメージ＞

ぐんまちゃんの３きり運動
○使いきり　　使いきれる量の食材を買うことで、期限切れで処分する食料を減らす。
○食べきり　　 食べきれる量の料理を作ったり、買ったりすることで、残して処分してしまう食品

の量を減らす。
○水きり　　　三角コーナーでよく水を切ったり、生ごみ処理機などを使用して、生ごみを軽くする。

▼資源として再利用できるものは有効利用（リサイクル）できます。
　 捨てればごみ、分ければ資源

▼焼却炉に余分な負担をかけないようにできます。
　 焼却量が減り、炉を長持ちさせることができます。

▼最終処分場（埋立施設）を長く使うことができます。
　 埋立施設には限りがあり、いっぱいになると新しい施設を作らなければならず、多額の税金が必要とな

ります。

▼地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出を抑制することができます。
　焼却するごみの量を減らすことで、温室効果ガスの排出を減らすことができます。

分別することでのメリット

ごみを減らすために
「５Ｒ」「ぐんま３きり運動」を推進しています
ＲＲｅｄｕｃｅ　　リデュース：発生抑制 ｅｄｕｃｅ　　リデュース：発生抑制 
○ごみの発生を抑制することです。

ＲＲｅｕｓｅ　　リユース：再使用ｅｕｓｅ　　リユース：再使用
○物を捨てずに繰り返し使うことです。

ＲＲｅｃｙｃｌｅ　　リサイクル：再生利用ｅｃｙｃｌｅ　　リサイクル：再生利用
○一度ごみになったものを資源として形を変えて別のものにすることです。

ＲＲｅｆｕｓｅ　　リフューズ：断るｅｆｕｓｅ　　リフューズ：断る  
○ごみとなるものを買わない、もらわないことです。

ＲＲｅｐａｉｒ　　リペア：修理するｅｐａｉｒ　　リペア：修理する
○壊れたものを直してまた使うことです。

町では資源ごみ集団回収助成事業を行っています。これ
らも活用して、ごみの減量に取り組んでいきましょう。

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

生活していく上で、必ず出てしまう「ごみ」は、誰にとっても身近生活していく上で、必ず出てしまう「ごみ」は、誰にとっても身近
な存在といえます。一人ひとりが少しだけ意識することで、ごみのな存在といえます。一人ひとりが少しだけ意識することで、ごみの
量を大きく減らすことができます。ごみを減らして税金を節約する量を大きく減らすことができます。ごみを減らして税金を節約する
ことで、町民のための新たな事業ができるようになります。ことで、町民のための新たな事業ができるようになります。

（可燃ごみが約７４％を占めます）

36杯分
板倉町全体では、１年間で約３，２０４ｔ

２５ｍプール

5.5杯分
２５ｍプール

５００ｔのごみ処理費用は約２，０００万円
５００ｔのごみが減ることで、ごみ処理費用が削減され、道路建設や福祉、学校の維持
管理などに使うことができます。
一人ひとりがごみに対する意識を変え、皆さんの力で住みよい町、暮らしやすい町、豊
かな町にしていきましょう！
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町
主
催
に
よ
る
「
令
和
５
年
度

小
学
生
米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
小
学
校
か
ら
36
点
、
東
小
学

校
か
ら
７
点
、
合
計
43
点
の
作
品

が
出
品
さ
れ
、
応
募
作
品
の
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
金
賞
２
点
、
銀

賞
４
点
、
銅
賞
５
点
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

入
賞
作
品
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
振
興
係

82

－

６
１
３
７

小
学
生
米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
お
め
で
と
う

銅
賞

銀
賞

金
賞

東
小
２
年

西
小
３
年

西
小
３
年

西
小
５
年

西
小
６
年

西
小
４
年

西
小
５
年

西
小
６
年

西
小
６
年

東
小
４
年

西
小
３
年

西に
し

野の

梨り

央お

田た

口ぐ
ち

葵
あ
お
い

川か
わ

原は
ら

希き

莉り

弥や

大お
お

塚つ
か

凛り
ん

奈な

山や
ま

﨑ざ
き

海み

華は
な

加か

藤と
う

心こ
こ

花は

荻お
ぎ

野の

結ゆ
う

友と

山や
ま

岸ぎ
し

心み

結ゆ

増ま
す

田だ

愛あ
い

子こ

野の

村む
ら

駿
し
ゅ
ん

田た

口ぐ
ち

陽は
る

翔と

入
賞
者
一
覧

気をつけたい感染症シリーズ20

インフルエンザ
　インフルエンザは、例年12月から３月にかけて流行
しますが、昨年から今年にかけて散発的に発生しており、
９月上旬からの患者報告数は流行開始の目安を上回り、
学校の臨時休業も報告されています。直近の情報でも
増加傾向が見られ、注意が必要です。

インフルエンザ対策５つのポイント
▼こまめな手洗い
▼着用が効果的な場面でのマスク着用
▼休養、栄養・水分補給
▼適度な室内加湿・換気
▼ワクチン接種（かかりつけ医と相談）
　ワクチンの効果が出るまでに２週間程度かかります。
12月中の接種をおすすめします。接種後の効果は４か
月程度といわれています。
※県内の最新の動向は、群馬県ホ－ムペ－ジ（衛生環
境研究所）から確認できます。

【入札結果】予定価格が250万円(税込み)を超えるものを掲載。全ての入札結果および詳細は、町ホームページに掲載しています。　問合せ　財政係 ８２－６１２６

執 行 日 件 名 場 所
予定価格（税抜）
設計金額（税抜）

最低制限価格
（税抜）

落札金額
（税抜）

落 札 率 落 札 者

９月21日㈭ 令和５年度　町道２３６２号線　道路改良工事 下五箇地内 1,679万円 1,175万円 1,660万円 98.9％ 三郷建設工業㈱

９月21日㈭ 令和５年度　町道３１７１号線　道路改良工事 海老瀬地内 1,027万円 718万円 1,000万円 97.4％ ㈲坂田建設

９月21日㈭ 令和５年度　町道２１７９号線　道路改良工事 大高嶋地内 747万円 522万円 730万円 97.7％ ㈲坂田建設

９月21日㈭ 令和５年度　町道１１３０号線　道路詳細設計業務委託 岩田地内 530万円 なし 440万円 83.0％ ㈲島崎測量設計

９月21日㈭ 令和５年度　町道２１５７号線　用地測量業務委託 大高嶋地内 291万円 なし 265万円 91.1％ 東毛測量設計㈱

９月21日㈭ 板倉町立西小学校体育館屋根・外壁改修工事設計業務委託 西小学校 259万円 なし 240万円 92.7％ ㈱フケタ設計

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
集
め
ら
れ
る

募
金
に
よ
り
、
新
た
な
年
を
迎
え

る
時
期
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
配
分
金
や

日
用
品
な
ど
を
お
配
り
し
、
み
ん

な
で
支
え
合
う
あ
た
た
か
い
地
域

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

配
分
対
象
者

　

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
６

か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
世
帯
全

員
が
町
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
、

次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
。

　

た
だ
し
、
同
敷
地
内
の
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
か
た
や
生
活

保
護
世
帯
な
ど
は
対
象
外
と
な
り

ま
す

○
満
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

世
帯

○
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
（
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
を
除

く
）

○
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け

て
い
る
か
た
の
い
る
世
帯

○
中
学
３
年
生
以
下
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
（
母
子
・

父
子
）
世
帯
（
対
象
と
な
る
児
童

の
親
が
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
）

○
次
の
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
か
た
の
い
る
世
帯

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

　

療
育
手
帳
Ａ

　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

○
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ
り
支

援
が
必
要
な
世
帯

申
請
方
法

　

前
記
の
条
件
を
満
た
し
て
お
り
、

配
分
を
希
望
す
る
世
帯
の
か
た
は
、

役
場
福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た

は
地
区
民
生
委
員
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
配
分
金
受
給
申
請
書
」
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間

11
月
１
日
㈬
〜
24
日
㈮
（
土

日
・
祝
日
は
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

問
合
せ

○
社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

○
社
会
福
祉
協
議
会

82

－

３
９
０
０

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

配
分
希
望
世
帯
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わ
ります。切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに
従って用件をお伝えください。
○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

　

町
は
、
毎
年
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の
条
件

に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
在
宅
で

１
年
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い

る
介
護
者
に
対
し
て
介
護
慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。

支
給
要
件

▼
被
介
護
者
が
町
内
在
住
で
65
歳

以
上
で
あ
る
こ
と

▼
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
度
４

ま
た
は
５
の
状
態
が
１
年
以
上
継

続
し
て
い
る
こ
と

▼
介
護
保
険
制
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ（
短
期
入
所
）や
入
院
な
ど
に

よ
り
、
在
宅
を
離
れ
た
期
間
が

１
０
０
日
以
内
で
あ
る
こ
と

支
給
額

12
万
円

申
請
期
限

11
月
22
日
㈬

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

介
護
慰
労
金

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
介
護
者
に
支
給
し
ま
す

西小３年　田口陽翔さん東小４年　野村駿さん

問合せ　保健センター　 ８２－３７５７

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
経
済
活
動

へ
の
影
響
と
、
燃
料
価
格
高
騰
の

状
況
に
鑑
み
、
農
業
者
の
経
営
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

○
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
か

た
、
ま
た
は
町
内
に
主
た
る
事
務

所
を
置
く
法
人

○
令
和
５
年
度
営
農
計
画
書
を
板

倉
町
総
合
農
業
振
興
協
議
会
に
提

出
し
て
い
る
か
た

○
令
和
５
年
産
主
食
用
米
を
作
付

け
し
、
出
荷
販
売
し
て
い
る
か
た

○
町
税
ま
た
は
法
人
町
民
税
の
滞

納
が
な
い
か
た

交
付
額　

１
経
営
体
に
つ
き
１
万
円

申
請
期
限

12
月
１
日
㈮

申
請
方
法　

申
請
書
類
を
農
業
振

興
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
業
振
興
係

82

－

６
１
３
７

板
倉
町
農
業
者
燃
料
価
格
等
高
騰
対
策
支
援
事
業

農
業
経
営
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

イルミネーション事業

飾り付けボランティア募集

イイルイル ネーション事業 2月に予定して冬を冬を冬をを彩る彩る彩る彩るイルイルイルイ ミネミミ ーション事業を1を 2月に予定して
いいまいまいまます。す。す。す。
イルイルル ネネーシーシーシーシ ンン を一 盛り上げ んか。イルイルイルイルミネミネミネミネーシーシーシーションョンョン事業事 を一緒にに盛り上げませませまま んか。

を持ち込んで、 けをしてLELELELED電D電D電D電球（球（球（球（屋外屋外屋外屋外用）用）用 を持ち込んでででで、飾、飾、、 り付り付り付り付けをして
いたいたい けけ ランランティア し けいたいたいたいただけだけだけだけるボるボるボるボランランランラ ティアを募集集しまままますすすす。飾り飾飾 付けけ

ンンンンテティティティアもアア しししだけだけだけだけのボのボのボのボランランランランティティティティアもアもア 歓迎歓迎歓迎歓迎しましましまします。す。す。。
ししししくくくく 、、、、 いいい合合わ くく い詳し詳し詳し詳しくはくはくはくは、お、お、お、お問い問い問い問い合わ合わ合わ合わせくせくくくださださださださい。い。い。

人人人、、、、対 対 対 対 象象象象  者　者　者　者　個人個人個人個人、各、各、各、各種団種団種団種団体体体体
設置設置設置設置場所場所場所場所 板板板板倉町倉町倉町倉町役場役場役場役場
合合合 企企 －－－問問問問 合合合合 せせせせ 企画企画企画企画調整調整調整調整係　係係係　８２８２８２－６－６－６１２１２５５

イイイイルルル ネーーネーシシ ンンン いて※イ※イ※イ※イルミルミルミルミネーネーネーショショション事ン事ン 業の業の業の詳細詳細詳細につにつについていては、は、は、広報広報
たいたくく ででで しせしせしいたいたいたくらくらら121212月号月号月号号でおでおでおで 知ら知ら知らせしせしせしますますます。。。。
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別
相
談
（
予
約
制
）
で
す
。

日
時　

11
月
30
日
㈭　

午
後
1
時

30
分
か
ら

場
所　

役
場
１
階
中
会
議
室　

担
当　

脇わ
き

園ぞ
の

知と
も

宜き

医
師
（
つ
つ
じ

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
医
師
）

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
15
日
㈬

〜
21
日
㈫
ま
で
の
一
週
間
を
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週

間
」
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
悩

み
事
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
窓
口

の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

専
用
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

期
間
中
の
受
付
時
間

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

５
時

　

対
応
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
法

務
局
職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

問
合
せ　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課

０
２
７

－

２
２
１

－

４
４
６
６

　

マ
マ
パ
パ
を
応
援
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
心
に
響

く
ゴ
ス
ペ
ル
の
歌
声
に
包
ま
れ
、

子
育
て
親
子
同
士
で
交
流
し
な
が

ら
、
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
歓
迎
で
す
。

日
時　

12
月
13
日
㈬　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

児
童
館
（
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
）

対
象　

乳
幼
児
親
子
か
ら
一
般
の

か
た
ま
で

定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

申
込
期
限　

12
月
９
日
㈯

申
込
み
・
問
合
せ　

児
童
館

82

－

２
２
７
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
12
歳
以
上

の
か
た
の
、
町
会
場
で
の
集
団
接

種
は
左
記
日
程
で
終
了
し
、以
後
、

指
定
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と

な
り
ま
す
。

▼
集
団
接
種

期
日　

11
月
12
日
㈰　

午
前
９
時

〜
10
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館

▼
個
別
接
種

期
日　

毎
週
木
曜
日　

午
後
２
時
、

毎
週
土
曜
日　

午
前
11
時

場
所　

指
定
医
療
機
関

予
約
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

○
町
ワ
ク
チ
ン
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

55

－

８
２
７
０
（
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

○
ぐ
ん
ま
ワ
ク
チ
ン
接
種
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
予
約
シ
ス
テ
ム

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
人（
保
護
者
）の
同

意
が
あ
る
場
合
に
限
り
行
わ
れ
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
い
こ

と
に
対
す
る
差
別
や
不
当
な
対
応

が
な
い
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　

初
期
の
が
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
が

無
症
状
で
、
検
診
に
よ
る
早
期
発

見
が
大
切
で
す
。
２
年
に
１
度
の

定
期
的
な
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

期
日　

12
月
７
日
㈭

▼
乳
が
ん
検
診
の
み　

午
後
０
時

30
分
〜
１
時
10
分

▼
乳
が
ん
・
子
宮
け
い
が
ん
検
診

午
後
１
時
10
分
〜
２
時
20
分

▼
子
宮
け
い
が
ん
検
診
の
み

午
後
１
時
50
分
〜
２
時
20
分

※
混
雑
緩
和
の
た
め
予
約
制
と
し

ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

５
０
０
円
（
70
歳
以
上
は

無
料
）

持
ち
物　

検
診
票

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　

定
期
的
な
検
診
で
自
分
の
体
を

し
っ
か
り
知
る
こ
と
が
健
康
維
持

の
第
一
歩
で
す
。

　

歯
周
病
検
診
と
骨
密
度
検
診
は
、

医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
個
別
検

診
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

費
用　

５
０
０
円

受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
に
予

約
後
、受
診
案
内
通
知
（
受
診
券
）

を
持
参
し
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
歯
周
病
検
診

対
象
者　

30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳
の

か
た（
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点
）

場
所　

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会
所

属
指
定
医
療
機
関

受
診
期
間　

11
月
30
日
㈭
ま
で

▼
骨
密
度
検
診

対
象
者　

35
〜
70
歳
ま
で
の
５
歳

刻
み
の
女
性

場
所　

町
内
指
定
医
療
機
関

受
診
期
間　

11
月
30
日
㈭
ま
で

※
両
検
診
と
も
、
対
象
者
に
は
５

月
に
受
診
券
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

受
診
券
を
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
、

再
発
行
で
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
検
診
の
結
果
、
治
療
が
行
わ
れ

た
場
合
の
治
療
費
は
、
別
途
個
人

負
担
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

82

－

３
７
５
７

　

楽
器
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
唱

や
運
動
を
行
い
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
、心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
15
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

講
師　

ド
レ
ミ
㈱　

今
井
・
小
林

音
楽
療
法
士

募
集
人
数　

30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

受
付
開
始　

11
月
８
日
㈬　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

認
知
症
や
依
存
症
、
統
合
失
調

症
な
ど
の
精
神
疾
患
に
関
す
る
相

談
の
ほ
か
「
対
人
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
」「
何
も
や
る
気
に
な

ら
ず
、
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
」

「
他
人
や
家
族
に
ひ
ど
く
暴
力
的

に
対
応
し
て
し
ま
う
」「
不
安
が

先
立
ち
、
何
も
手
に
つ
か
な
い
」

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
不
安
や

心
配
ご
と
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
だ
け
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
精
神
科
医
師
と
の
個

健　
　

康

健　
　

康

定
期
的
な
検
診
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

歯
周
病
検
診
・
骨
密
度
検
診

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

くく  

らら  

しし

悩
ま
な
い
で

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

健
康
の
鉄
人
教
室
７

秋
の
音
楽
療
法
教
室

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

秋
冬
接
種

ま
だ
間
に
合
う　

今
年
度
最
後
の

子
宮
け
い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

　

11
月
30
日
は

　

「
人
生
会
議
の
日
」

　

国
は
毎
年
11
月
30
日
（
い

い
看
取
り
・
看
取
ら
れ
）
を

「
人
生
会
議
の
日
」
と
し
、

人
生
の
最
終
段
階
に
自
分
が

望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

考
え
る
日
と
定
め
ま
し
た
。

　

町
で
は
、医
療
版
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
「
Ｍ

も
っ
て

Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
　

も
し
も
の
と
き
に
想
い
を
つ

た
え
る
手
帳
」
と
生
活
版
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
大
切

な
か
た
へ
の
絆
ノ
ー
ト
」を

無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
活
用
し
て
、
ご
家
族
な

ど
の
大
切
な
か
た
と
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
に
関
す
る
出
前
講
座

も
承
り
ま
す
。

配
布
場
所
　

役
場
介
護
高
齢

係
窓
口

問
合
せ
　

介
護
高
齢
係

82
－

６
１
３
５

【広告】

子
育
て
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

【広告】

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

ごみ出しのルールを
改めてご確認ください

ごみ出しに関してご不明な点は、環境下水道係ま
でお問い合わせください。

●粗大ごみが出されてしまう

よくある事例をご紹介します

粗大ごみは、ごみ収集することが困難なため、
施設に直接お持ち込みいただくことになりま
す。可燃性粗大ごみは「たてばやしクリーン
センター」、不燃性粗大ごみは「いたくらリサ
イクルセンター」です。

● ごみ収集車が収集した後にごみが
出される

ごみを出す時間は、収集日の午前８時３０分
までに出すことになっています。収集後にご
みを出すと、すぐに回収されず不衛生であり、
別の品目の収集作業にも遅れが生じる可能性
があります。
※収集車両は、ごみの種類ごとに分けて収集
し、効率的な収集ルートを組んでいますので、
車両ごとの収集時間は異なります。

● 事業者、農業者のごみが出されて
しまう

ごみステーションは家庭生活で出たごみを集
める場所であり、飲食店や工場、農業などの
ごみを出すことはできません。



（11） （10）Ｒ５．11．１

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，８０１人（＋18）
　 うち外国人 ６１４人（＋28）
　　男 ６，９４０人（＋７）
　　女 ６，８６１人（＋11）
世帯数 ５，９７６戸（＋27）

（　）内は前月比　令和５年10月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
９月１日～９月30日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 ３件　(20件）　－７
　物件事故 13件 (129件）　－16
　侵入窃盗 ６件　(16件）　－９
　乗物盗難 ０件　(６件）　－１
　詐　　欺 ０件　(２件）　＋２
　住居侵入 ０件　(３件）　－３
　その他の事件 ５件　(45件）　＋６
　　　　　※( ）内は令和５年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）

○納税は口座振替が便利です
○税金は、納期限までに納めましょう
問合せ　収税係
８２-６１２９

　

確
定
申
告
で
使
う
所
得
税
等
控

除
対
象
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

▼
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　

介
護
保
険
の
要
介
護
（
支
援
）

認
定
を
受
け
て
い
る
か
た
が
、
障

害
者
に
準
じ
る
状
態
と
認
定
を
さ

れ
た
場
合
は
、
障
害
者
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

該
当
者　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
要
介
護

（
支
援
）
認
定
者
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
か
た

▼
医
療
費
控
除
対
象
者
確
認
書

　

寝
た
き
り
の
状
態
で
、
治
療
上

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
か
た
に

つ
い
て
は
、
お
む
つ
代
が
医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
者　

要
介
護
（
支
援
）
認
定

者
で
、
前
年
度
の
申
告
で
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
た
か
た

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初

め
て
受
け
る
か
た
は
、
医
師
の
発

行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

市
町
村
た
ば
こ
税
は
、
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
も
含
め
て
、

購
入
し
た
販
売
店
の
所
在
す
る
市

町
村
の
税
収
と
な
り
ま
す
。

  

た
ば
こ
税
は
貴
重
な
町
の
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
ば
こ

を
購
入
す
る
際
は
、
町
内
で
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

町
た
ば
こ
税
の
収
入
額

令
和
４
年
度　

９
５
，３
３
０
，７

９
９
円

※
一
箱
（
20
本
入
５
８
０
円
）
に

含
ま
れ
る
町
た
ば
こ
税
は
約
１
３

１
円
で
す
。

※
た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

　

売
却
や
廃
棄
を
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
農
耕
車
、
原
付
バ
イ
ク
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
板
倉
町
ナ

ン
バ
ー
の
車
体
に
つ
い
て
は
、
標

識
を
返
納
し
、
廃
車
手
続
き
を
し

な
い
と
、
次
年
度
も
税
金
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

車
体
を
処
分
す
る
際
は
、
忘
れ

ず
に
役
場
で
廃
車
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

す
で
に
標
識
を
取
り
付
け
た
ま

ま
業
者
な
ど
へ
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
た
車
体
が
あ
る
場
合
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

　

事
業
者
向
け
に
、
10
月
か
ら
開

始
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
概
要
や
、
消
費
税
の

基
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日
㈬
・
12
月
13
日
㈬

○
午
前
９
時
15
分
〜
10
時

○
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

　

い
ず
れ
も
同
じ
内
容
で
実
施
し

ま
す
。

場
所　

館
林
税
務
署
３
階
会
議
室

定
員　

各
回
50
人（
事
前
予
約
制
）

※
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
登
録
す
る

か
お
悩
み
の
か
た
を
対
象
に
、
登

録
の
考
え
方
や
必
要
な
情
報
な
ど

を
個
別
に
ご
案
内
す
る
「
登
録
要

否
相
談
会
（
事
前
予
約
制
）」
を

各
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
後
に

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
税
務
署
個
人
課
税

第
一
部
門
ま
た
は
法
人
課
税
第
一

部
門72

－

４
３
７
３
（
代
表
）
※
自

動
音
声
案
内
に
従
っ
て
２
番
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

原
付
バ
イ
ク
な
ど
処
分
す
る

車
体
は
あ
り
ま
せ
ん
か

た
ば
こ
は
町
内
で
の

購
入
を
お
願
い
し
ま
す

くく  

らら  

しし

館
林
税
務
署

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

消
防
署
や
車
両
の
見
学
、
消
防

職
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
小
さ

な
お
子
さ
ま
か
ら
大
人
ま
で
、
消

防
と
い
う
仕
事
を
よ
り
一
層
身
近

な
存
在
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
1
時

場
所　

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
（
館
林
市
上
赤
生
田
町
４
０

５
０

－

１
）

内
容　

放
水
体
験
、
消
防
車
乗
車

体
験
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

72

－

８
３
６
０
（
平
日
の
み
）

▼
ミ
ニ
自
然
観
察
会

日
時　

11
月
18
日
㈯　

午
前
９
時

〜
10
時
30
分

集
合
場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
前
（
館
林
市
松
沼
町
）

費
用　

無
料

※
多
々
良
沼
自
然
公
園
を
愛
す
る

会
と
共
催
で
す
。

▼
野
菜
即
売
会

日
時　

11
月
19
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

松
沼
南
駐
車
場
入
口
付
近

内
容　

季
節
の
野
菜
、
ま
ん
じ
ゅ

う
、
赤
飯
な
ど
を
販
売
予
定

※
日
時
変
更
の
可
能
性
あ
り

問
合
せ　

県
立
多
々
良
沼
公
園
管

理
事
務
所

56

－

９
９
７
８

○
一
般
寄
附

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社　

様

金
５
０
２
，５
０
０
円

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

寄
附
受
納

県
立
多
々
良
沼
公
園

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

【広告】

　
　

　　　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

野
木
町
煉
瓦
窯
フ
ェ
ス
タ
開
催

期
間
　

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

場
所
　

野
木
町
煉
瓦
窯
お
よ
び
野
木
ホ

フ
マ
ン
館

内
容
　

煉
瓦
窯
見
学

ツ
ア
ー
、
模
擬
店
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

問
合
せ
　

野
木
町
煉

瓦
窯
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

０
２
８
０

－

33

－

６
６
６
７

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

と
ち
介
山
歩
き
ラ
リ
ー

　

太
平
山
・
晃
石
山
・
馬
不
入
山
内
の
25

か
所
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
掲
げ

ら
れ
た「
と
ち
介
」の
イ
ラ
ス
ト
が
何
か

を
確
認
し
、応
募
用
紙
に
５
か
所
以
上

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
答
し
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。抽
選
で
と
ち
介
グ
ッ
ズ
や
登
山

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

「
＃
栃
木
市
山
歩
き
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」も
同
時
開
催

期
間
　

10
月
20
日
㈮
～
12
月
19
日
㈫

問
合
せ
　

栃
木
市
広
報
課

０
２
８
２

－
21

－

２
１
７
２

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

小
山
き
も
の
の
日

　

「
小
山
き
も
の
の
日
」
は
市
の
誇
る

伝
統
産
業
「
本
場
結
城
紬
」
の
情
報
発

信
と
和
装
振
興
の
た
め
、
き
も
の
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
催
し
で
す
。

日
時
　

11
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
～
午

後
４
時

会
場
　

小
山
市
役
所
１
階

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
ほ
か

内
容
　

振
る
舞
い
酒 

鏡
開
き
、琴
演
奏

会
、お
楽
し
み
チ
ャ
リ
テ
ィ
抽
選
会（
参

加
料
５
０
０
円
、販
売
時
間 

午
前
10
時

～
午
後
２
時
）、バ
ー
チ
ャ
ル
試
着
体
験

（
ク
ラ
フ
ト
館
）、き
も
の
着
用
で
の
参

加
で
無
料
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス（
ク
ラ
フ

ト
館
、午
前
10
時
～
正
午
）

問
合
せ
　

小
山
市
工
業
振
興
課

０
２
８
５

－

22

－

９
３
９
７

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

お
得
に
楽
し
く
食
べ
て
お
い
し
い
！
　

　

「
か
ぞ
ま
ち
ば
る
」
開
催

　

期
間
中
に
参
加
店
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
か
ぞ
ま
ち
ば
る
～
グ
ル
メ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
～
」を
提
示
す
る
と
、お
店
の

人
気
商
品
や
限
定
商
品
を
お
得
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
場
所
や
、抽
選
で
商
品
券
が
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ

い
て
な
ど
、詳
し
く
は
加
須

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

期
間
　

11
月
10
日
㈮
～
30
日
㈭

問
合
せ
　

加
須
市
商
工
会

０
４
８
０

－

61

－

０
８
４
２

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

古
河
菊
ま
つ
り

　

愛
好
家
た
ち
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
さ

ま
ざ
ま
な
菊
花
を
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　

10
月
28
日
㈯

～
11
月
20
日
㈪ 

午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
20
日
は
午

後
１
時
ま
で
）

場
所
　

サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

費
用
　

２
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
合
せ
　

（
一
社
）古
河
市
観
光
協
会

０
２
８
０

－

23

－

１
２
６
６

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

Ｊアラート情報伝達試験
防災ラジオでも配信されます防災ラジオでも配信されます

11月15日㈬　午前11時11月15日㈬　午前11時
地震、津波、武力攻撃などの発生時に備えた、全国瞬時警地震、津波、武力攻撃などの発生時に備えた、全国瞬時警
報システム報システム（（ＪアラートＪアラート））の試験放送が、防災ラジオを通じの試験放送が、防災ラジオを通じ
て行われます。受信状況を確認してください。て行われます。受信状況を確認してください。
問合せ問合せ　安全安心係　　　安全安心係　　 ８２－６１２３８２－６１２３

所
得
税
等
控
除
対
象
認
定
書

を
発
行
し
ま
す

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す



各教室へ参加を希望されるかたは、各施設まで電話でお申し込みください。
各教室とも受付は先着順で、定員になり次第締切りとなります。
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10
月
３
日
付
け
で
、
岸き
し

本も
と

勝か
つ

行ゆ
き

さ
ん
（
大
字
細
谷
）
が
教
育
委
員

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
７
年
６
か
月

間
務
め
ら
れ
た
小こ

島じ
ま

勝か
つ

行ゆ
き

さ
ん

（
大
字
西
岡
新
田
）
に
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

期
日　

12
月
６
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

内
容　

季
節
の
花
（
正
月
の
花
材
）

で
寄
せ
植
え
を
し
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

３
，０
０
０
円

持
参
品　

ゴ
ム
手
袋

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈮
〜
30
日
㈭

期
日　

12
月
10
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

内
容　

町
の
伝
統
芸
能
「
里
神
楽
」

の
演
目
を
親
子
で
体
験
し
ま
す
。

対
象　

小
中
学
生
親
子
10
組
（
幼

児
同
伴
可
）

参
加
費　

無
料

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈮
〜
12
月

６
日
㈬

期
日　

11
月
30
日
㈭
・
12
月
７
日

㈭
・
14
日
㈭
・
21
日
㈭　

全
４
回

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

小
筆
を
用
い
て
美
し
い
文

字
の
書
き
方
を
基
礎
か
ら
学
び
ま

す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
半
紙
代
）

持
参
品　

書
道
道
具
一
式
（
お
持

ち
で
な
い
か
た
に
は
お
貸
し
し
ま

す
）

受
付
期
間　

11
月
14
日
㈫
〜
22
日
㈬

期
日　

12
月
３
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
作
り

ま
す
。

対
象　

成
人
男
性
８
人

参
加
費　

２
，５
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

11
月
11
日
㈯
〜
19
日
㈰

期
日　

12
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

１
回
目　

ア
ッ
プ
ル
マ
フ
ィ
ン

２
回
目　

プ
テ
ィ
シ
ュ
ー
の
ク
リ

ス
マ
ス
ミ
ニ
タ
ワ
ー

対
象　

成
人
８
人（
町
内
在
住
者
）

参
加
費　

各
回
１
，０
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

11
月
16
日
㈭
〜
24
日
㈮

期
日　

12
月
15
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
を
作
り

ま
す
。

対
象　

成
人
８
人

参
加
費　

２
，５
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器

受
付
期
間　

11
月
15
日
㈬
〜
22
日
㈬

期
日　

11
月
25
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

暮
ら
し
に
便
利
な
情
報
の

検
索
方
法
を
学
び
ま
す
。

対
象　

成
人
15
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
筆

記
用
具

受
付
期
間　

11
月
11
日
㈯
〜
22
日
㈬

期
日　

11
月
30
日
㈭
・
12
月
７
日

㈭
・
14
日
㈭
・
21
日
㈭　

全
４
回

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

木
の
置
物
に
来
年
の
干
支

で
あ
る
「
辰た
つ

」
を
ト
ー
ル
ペ
イ
ン

ト
で
描
き
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

２
，０
０
０
円

持
参
品　

手
拭
き
タ
オ
ル 

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈮
〜
22
日
㈬

期
日　

12
月
３
日
㈰
・
令
和
６
年

１
月
14
日
㈰
・
２
月
４
日
㈰
・
３

月
３
日
㈰　

全
４
回

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

音
楽
を
聴
い
て
、
み
ん
な

で
仲
良
く
遊
ぼ
う
。

対
象　

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
親

子
６
組

参
加
費　

無
料

持
参
品　

飲
み
物

受
付
期
間　

11
月
11
日
㈯
〜
24
日
㈮

期
日　

12
月
20
日
㈬

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

冬
の
植
物
を
使
い
寄
せ
植

え
の
基
礎
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正

月
用
お
飾
り
の
飾
り
付
け
を
行
い

ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

３
，０
０
０
円

持
参
品　

土
い
じ
り
用
手
袋
、
エ

プ
ロ
ン

受
付
期
間　

11
月
12
日
㈰
〜
24
日
㈮

期
日　

11
月
28
日
㈫
・
12
月
５
日
㈫

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
容　

１
回
目
肉
ま
ん
、
２
回
目

あ
ん
ま
ん
、
各
回
４
〜
５
個
程
度

の
中
華
ま
ん
を
作
り
ま
す
。

対
象　

成
人
８
人

参
加
費　

各
回
５
０
０
円
程
度

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
容
器　

受
付
期
間　

11
月
11
日
㈯
〜
21
日
㈫

期
日　

12
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容　

効
能
の
あ
る
食
材
を
使
い

調
理
し
な
が
ら
薬
膳
を
学
び
ま
す
。

１
回
目　

滋
養
強
壮
に
効
果
の
あ

る
薬
膳

２
回
目　

冬
季
う
つ
を
予
防
す
る

た
め
の
薬
膳

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

各
回
７
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん

受
付
期
間　

11
月
11
日
㈯
〜
24
日
㈮

た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

期
日　

11
月
18
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
工
作

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
親
子

受
付
期
間　

11
月
10
日
㈮
〜
17
日
㈮

期
間　

11
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

期
日　

12
月
３
日
㈰

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

南
部
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

講
師　

宮み
や

田た

裕ゆ

紀き

枝え

演
題　

高
鳥
天
満
宮
の
文
化
財
と

水
の
守
り

入
場
料　

無
料

定
員　

１
０
０
人

申
込
開
始　

11
月
12
日
㈰

申
込
み　

南
部
公
民
館

期
日　

11
月
26
日
㈰

時
間　

午
前
８
時
30
分
集
合

集
合
場
所　

渡
良
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
大
字
海
老
瀬
地
先
）

コ
ー
ス　

谷
中
湖
畔　

約
７
㎞

対
象　

年
齢
問
わ
ず
（
た
だ
し
、

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
傷
害
保
険

代
と
し
て
）

募
集
人
数　

１
０
０
人

申
込
み　

11
月
17
日
㈮
ま
で
に
来

所
ま
た
は
、
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

期
間　

11
月
16
日
㈭
〜
26
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
者　

大お
お

山や
ま

恵え

美み

子こ

内
容　

子
ど
も
達
を
描
い
た
銅
版

画
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

期
間　

11
月
30
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
展
者　

ポ
ッ
プ
・
ラ
イ
フ
・
ワ
ー

ク
ス

内
容　

東
毛
地
域
で
活
動
す
る
若

手
作
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
展
。
絵

画
、
イ
ラ
ス
ト
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

写
真
、
電
子
工
作
、
書
画
、
川
柳

な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料

期
日　

12
月
９
日
㈯

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

内
容　

自
転
車
に
乗
り
、
渡
良
瀬

遊
水
地
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

対
象　

10
人

参
加
費　

無
料

自
転
車
、
双
眼
鏡
は
無
料
貸
出
し

ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
中
止

受
付
期
間　

11
月
15
日
㈬
〜
12
月

３
日
㈰

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館

冬
で
も
明
る
い
花
の
寄
せ
植
え
教
室

東
部
公
民
館

書
道
教
室　

下
期

中
央
公
民
館

親
子
で
楽
し
む
伝
統
芸
能
体
験

南
部
公
民
館

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

南
部
公
民
館

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

北
部
公
民
館

冬
の
薬
膳
講
座

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館

小
中
学
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

東
部
公
民
館

男
の
料
理
教
室

東
部
公
民
館

お
菓
子
作
り
講
座

南
部
公
民
館

ス
マ
ホ
活
用
教
室

北
部
公
民
館

お
家
で
か
ん
た
ん
中
華
ま
ん
教
室

中
央
公
民
館

絵
本
読
み
聞
か
せ

わ
た
ら
せ
自
然
館

大
山
恵
美
子
銅
版
画「
キ
ッ
ズ
天
国
」展

わ
た
ら
せ
自
然
館

第
13
回
ポ
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
グ
ル
ー
プ
展

新
教
育
委
員
就
任

東
部
公
民
館

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
も
て
な
し
料
理
教
室

南
部
公
民
館

寄
せ
植
え
教
室

海
洋
セ
ン
タ
ー

秋
の
健
康
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集

わ
た
ら
せ
自
然
館

初
心
者
向
け
「
野
鳥
観
察
教
室
」

南
部
公
民
館

郷
土
を
知
る
講
演
会
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こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
Ｃ
Ｄ
は
６
０
０
本

20
年
以
上
の
ビ
デ
オ
撮
影
歴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
各
行
事
を
撮
影

レポーター
広報編集委員

大
おお

場
ば

昭
あき

博
ひろ

ますだ　きよみ　79歳
大字岩田在住

ご長男と一緒に農業に従事。
趣味はヘラブナ釣り。こちら
も20年以上続けているそうで
す。

増田清美さん

ビデオ撮影を始めるきっかけ

　元々は写真を撮ることを趣味としてい
て、夜景などを撮影したりしていたそう
ですが、平成11年頃に町の有志でビデ
オ同好会が発足し、そこに参加したのが
きっかけだったそうです。
　はじめは照明を担当し、３年目くらい
から自分でもビデオ撮影をするようにな
りました。

多くの町の歴史を記録

　町の内外から撮影を依頼され、お寺の
落成式、神社での稚児行列、町民文化祭、
灯籠流しなど、数多くの行事やイベント
を撮影してきました。また、地元の行事
では、町の無形文化財である長良神社弓
取式や子ども神

み

輿
こし

、納涼祭などを撮影し
たそうです。
　撮影した記録は、ビデオ機材とパソコ
ンを駆使して編集するそうです。さらに
知人にナレーションを付けてもらい、音

響を加えて完成となります。
　完成したものはＣＤに焼き、関係者に
プレゼントします。これまでに作成した
ＣＤは６００本にもなるそうで、皆さん
から大変喜ばれているとのことでした。

印象に残るのは役場新庁舎

　町民文化祭で、奥様が参加している踊
りの会を撮っていたときには、次々とほ
かの発表団体のかたから撮ってほしいと
いう依頼が舞い込み、結局終日の撮影と
いうこともあったそうです。最近奥様の
発表の時は、奥様自身から「年齢を感じ
るから」とやんわり断られるようになっ
たと笑って教えてくれました。
　これまで撮ったなかで印象に残るのは、
役場新庁舎の開庁の時だそうです。朝日
が昇る時から撮影を開始し、満足のいく
撮影となったそうです。
　今後もプロ並みの腕前を発揮して、各
行事参加者の貴重な思い出を記録して
いってほしいと願ってやみません。

相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）
問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

年末調整・確定申告まで
大切に保管を！

　国民年金保険料は、所得税および住
民税の申告において全額が社会保険料
控除の対象となります。その年の１月
１日から12月31日までに納付した保険
料が対象です。
　この控除を受けるためには、納付し
たことを証明する書類を提出する必要
があります。このため、１月１日から
10月２日までの間に国民年金保険料を
納付されたかたには、社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書が10月下旬
から11月上旬にかけて日本年金機構か
ら送付されますので、年末調整や確定
申告の際には必ずこの証明書（または
領収証書）を添付してください。
　また、10月３日から12月31日までの間
に今年はじめて国民年金保険料を納付
されたかたには、翌年の２月上旬に送
付されます。なお、家族の国民年金保
険料を納付された場合も、本人の社会
保険料控除に加えることができます。
家族あてに送られた控除証明書を添付
し申告してください。

ねんきん加入者ダイヤル ０５７０-００３-００４

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が発行されます

蜂の巣の駆除で
思わぬ高額請求

【事例】
　５cm大の蜂の巣を見つけたの
で、ネットで調べた業者に電話を
した。その際、料金を確認すると
「蜂の巣１個で４千円。他の処置
をしても２万円まで」と言われた
ので依頼した。
　作業後、巣を１個だけ持参し
「これ以外にも２個巣があった」
と合計１１万円の明細を見せられ
た。他の２個分の巣は見せられて
いない。車に乗せられて、銀行に
行って支払ったが高額ではない
か。
（６０歳代 女性）

【ひとこと助言】
　板倉町でも駆除業者の紹介を
行っています。慌てて事業者を呼
ばずに、不明なことがあれば、役
場の住民環境課へお問い合わせく
ださい。また、日頃から自分で駆
除方法や信頼できる事業者を調べ
ておくと安心です。
　作業前に、作業内容と料金を確
認し、想定とかけ離れた料金の場
合は、すぐ依頼せず、複数社から
見積もりを取り比較しましょう。
　巣が大きくなるほど、駆除が困
難で高額になるため、定期的な点
検が必要です。
　請求額に納得できない場合は、
料金を支払わずに、消費者セン
ターなどにご相談ください（消費
者ホットライン１８８）。

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●
期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

11月３日
（祝）

大泉町泌尿器科内科
６３－７８００

星野こどもクリニック※
７０－７２００

新橋病院
７５－３０１１ －

11月５日
（日）

寺内医院
８８－１５１１

阿部医院
６２－５４２８

小曽根整形外科
７２－７７０７

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

11月12日
（日）

館林記念病院
７２－３１５５

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

館林市夜間急病診療所
７３－２３１３ －

11月19日
（日）

三浦医院
６２－２９１７

横田医院
７２－０２５５

しんじょう整形外科クリニック
５５－３６２３

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

11月23日
（祝）

ハートクリニック
７１－８８１０

多々良診療所
７２－３０６０

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３ －

11月26日
（日）

横田胃腸科内科
７２－４９７０

明和赤ちゃんこどもクリニック※
８４－１１６６

明和セントラル病院
８４－１２３４ －

12月３日
（日）

みづほクリニック
２０－１１２２

小児科おぎわらクリニック※
６１－１１３３

富士クリニック ペインクリニック
２０－１９７１

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

12月10日
（日）

竹越医院
８４－３１３７

長谷川クリニック
８０－３３１１

慶友整形外科病院
４９－９０００ －

歯 科 ◆緊急　公立館林厚生病院（内科系・外科系）　 ７２－３１４０
◆コロナに関すること　館林保健福祉事務所 ７２－３２３０（平日午前８時30分～午後５時15分）
　 群馬県新型コロナウイルス感染症受診相談センター　 ０５７０－０７０－５６７（館林保健福
祉事務所の受付時間外）

◆夜間　館林市夜間急病診療所（内科・小児科）午後７時～10時（日・祝、年末年始除く）
　 ７３－２３１３（要受診前電話連絡)

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　
●内科系の※は、小児科のみとなります。　●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。
●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。
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　10月８日（日）、板倉中学校校

庭を会場に、第59回板倉町民

体育祭が開催されました。

　５年ぶりに開催された町民

体育祭では、多くの町民のか

たが参加し、会場に笑顔があ

ふれるとともに、行政区対抗や、

地区対抗種目で大きな声援で

あふれ、各競技とも盛り上が

りを見せました。

秋第59回板倉町民体育祭第59回板倉町民体育祭

の一日 健康の祭典

力小学校運動会小学校運動会

を出し切る
　10月14日（土）、町内の東小学校、西小学校で運動会が行

われました。児童たちは、徒競走やダンス、鼓笛パレー

ドなど、さまざまな競技や演技に挑み、これまで練習し

てきた成果を発揮して、精一杯がんばりました。

共第28回いたくら福祉まつり第28回いたくら福祉まつり

生社会の実現を
　10月15日（日）、板倉町総合老人福祉センターで第28回い

たくら福祉まつりが開催されました。当日はあいにくの天

気となりましたが、野外では芸能アトラクションの披露や

模擬店、キッチンカーなど。屋内ではランタンづくりやバ

ルーンアート、マルシェなど、さまざまな催しが行われ、

幅広い年齢層の来場者で賑わいました。

気水防学校水防学校

象と水害への備えを学ぶ
　10月６日（金）、合の川水防センターで西小学校４年生を

対象に水防学校が開催されました。東小に続きＮＨＫ前橋

放送局の気象予報士新
にい

村
むら

美
み

里
さと

さんによる講話のほか、利根

川上流河川事務所職員によるクイズ形式の学習や災害対策

車の説明、降雨体験車での豪雨を体験しました。

祝百寿者慶祝訪問事業百寿者慶祝訪問事業

１００歳
　10月17日（火）、茂

も

木
ぎ

克
よし

己
み

さん（大字除川）が１００歳に

なられたことをお祝いするために、百寿者慶祝訪問事業が

行われました。茂木さんは85歳の時脳梗塞で半身に麻痺が

残りましたが、リハビリをがんばり自分で歩けるようにな

りました。好き嫌いなく何でもおいしくいただくそうです。

東小の鼓笛

西小のソーラン節
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 2 3 文化の日 4 　

県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送
窓口延長（午後７時15分まで）

ストレス・こころの相談(館保)
ぱおぱお(保健センター）
おはなし会（児童館）

5 6 　 7 　 8 9 10 　 11 　

クリーン運動の日
板倉サッカークラブJr
　交流サッカー大会
（渡良瀬グラウンドサッカー場）

こあら(保健センター）
水道料金口座振替日
　(1区、2区、10区の一部、

　11区～15区)

窓口延長（午後７時15分まで）
ふれあい相談会（館保）
おはなし会（児童館）

児童館リモート
　フェスティバル　
　兼チャレンジ広場

（児童館）

12 13 　 14 　 15 16 　 17 　 18 　

第24回板倉町野球連合会　
　杯争奪野球大会１日目
（渡良瀬グラウンド）えいごであそぼう（児童館）行政相談(役場）

法律相談（役場） ぱおぱお(保健センター）
０歳児童館（児童館）
自転車マナーアップデー

（毎月15日）
窓口延長（午後７時15分まで）

県民防犯の日（毎月16日）
おはなし会（児童館）

おたのしみ広場（児童館）

19 20 　 21 　 22 23 勤労感謝の日 24 　 25 　

第24回板倉町野球連合会　
　杯争奪野球大会２日目
（渡良瀬グラウンド）えいごであそぼう（児童館）

乳児健診(保健センター)
１歳児相談(保健センター)
子育て講習会兼
　１,２歳児童館（児童館）
窓口延長（午後７時15分まで）

第21回板倉町少年野球
　新人大会
（渡良瀬グラウンド）

高齢者交通安全日
（毎月25日）

26 27 　 28 　 29 30 12/1 　 2 　

健康ウオーク

農地相談（役場）
えいごであそぼう（児童館）

赤ちゃんレストラン
（保健センター）

ゴミの収集はありません

３歳児健診(保健センター)
窓口延長（午後７時15分まで）

こころの健康相談(役場)
町税・保険料納期限
おはなし会（児童館）

おたのしみ広場（児童館）
県民交通安全日（毎月１日）
防災ラジオ定期放送
冬の県民交通安全運動

（12月10日まで）

3 4 　 5 　

第29回板倉町バスケット
　ボール交流大会

(海洋センター) こあら(保健センター）水道料金口座振替日
(３区～9区、10区の一部)

11

【定休日および休館日のお知らせ】
 各公民館　　　　月曜日および祝日
 海洋センター　　月曜日および祝日
 わたらせ自然館　月・火曜日および祝日の翌日
 文化財資料館　　月曜日（祝日・振替休日の場合開館し、火曜日休館）
 児童館　　　　　日曜日および祝日
 福祉センター　　土・日曜日および祝日
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